
調査日時点において、保育の必要性の認定（2号又は3号）がされ、特定教育・保育施設又は特定地域
型保育事業の利用の申込がされているが、利用していない者（下記除外項目を除く。）
①　地方公共団体の単独保育施策（補助金等）の対象施設を利用している場合及び企業主導型保育
施設を利用している場合
②　私学助成や就園奨励費補助の対象となる幼稚園で預かり保育等を利用している場合
③　他に利用可能な保育施設の情報提供を行ったが、特定の施設を希望し、待機している場合

145 6 109 2 108

●待機児童の定義

合計 35 74 57 160 39

【総括】
近年増加傾向であった保育所等の待機児童数が、令和4年4月1日現在で6名となり、前年（令和3年4月1日）と比べ33名減少した。（△84.6％）
令和4年度には、次の取り組みを行った。
①送迎事業の実施：送迎保育支援事業を実施し、保育需要のミスマッチの解消につなげた。
②保育士宿舎借り上げ支援事業や新卒保育士就職準備金交付事業の実施により、新たな保育士確保に努め、定員の拡大につなげた。
③保育需要が高いウッディタウン地区において、民間事業所による新規保育施設（120名定員）を令和４年４月に開設した。
　
今後も、対象児童数や保育需要の動向を把握することで、適正な保育の量と質を確保することに努めることとする。

待機 入所待 待機 入所待 待機 入所待 待機

2 21 0 17 0 16

17 1 19 0 18

5歳児 1 2 1 16

4歳児 2 5 4 18 2

7 35 0 20 0 15

30 2 19 0 10

3歳児 4 9 3 17

2歳児 5 9 14 33 16

12 37 3 29 2 41

5 0 5 0 8

1歳児 21 43 34 69

0歳児 2 6 1 7 0

入所待 待機

R1 R2 R3 R4 R5

入所待

▲ 29 ▲ 22 ▲ 49 0

【参考】待機児童数の推移等
　待機児童数・入所待ち児童数の推移について【各年度4月1日現在】　　　【人】

◆令和４年度の評価

確保方策 1,173 1,183 1,188 1,256 2号認定については、上記取り組みにより保育量は上積
みできた。今後は、保育率の上昇などによる必要量に
対応できるように、送迎保育支援事業を継続するとと
もに需給ギャップの解消に取り組む。

差引 1

0 0

▲ 40 ▲ 42 0

実
績

量 1,172 1,212 1,210 1,305

差引 0 0 48 84 100 差引 ▲ 83 ▲ 53

1,155 確保方策 624 628 623 622

680 680

◆計画・実績値 単位：人 ◆令和４年度の確保方策 確保方策 671 671 674

707 681 663 664

確保方策 1,092 1,084 1,125 1,155
計
画

量の見込み 1,092 1,084 1,077 1,071 1,055
実
績

量

差引 0 0 0

差引 208

R3 R4 R5 R6

◆２号は、平日日中において、満３歳以上の児童で保育の必要があるときに認定する。
計
画

量の見込み 671 671

◆３号は、平日日中において、満３歳未満の児童で保育の必要があるときに認定する。

事業名 2 ２号認定（満３歳以上保育の必要あり） 保育振興課
◆計画・実績値 単位：人 ◆令和４年度の確保方策

区分 R2

680 680

区分 R2 R3 R4 R5 R6 保育需要が多く発生しているウッディタウン地区と保
育の受入に余裕のある地域へ児童を送迎し保育する
「送迎保育支援事業」を継続して実施、また同地区に
令和4年4月新規保育施設を開設し保育量（利用定員）
の拡大を図った。

674

1,421 1,334

354

量

事業名 4 ３号認定（１・２歳） 保育振興課
差引 0 0 0 0 0

確保方策 1,617 1,484 1,360 1,184

1,617 1,484 1,360 1,184

入所待ち児童はあるものの、令和3年度に引き続き
待機児童は解消されている。引き続き必要な保育量
を確保する。

22 22

6 ▲ 4 ▲ 8 0

92 76
実
績

確保方策 1,969 1,969 1,969 1,939

◆令和４年度の確保方策

実
績

量

131 131 ◆令和４年度の評価

区分 R2 R3 R4 R5 R6 幼児教育を希望する児童(教育標準時間認定)を上回
る利用定員数が確保されており、現状において余裕
があるため新たな確保方策は講じていない。

単位：人 ◆令和４年度の確保方策 確保方策 122 122 131

計
画

量の見込み 1,761 1,615 1,507

資料２

子ども・子育て支援法に基づく事業計画評価（R4年度） 事業名 3 ３号認定（０歳） 保育振興課
（第６章）

０歳児は必要量を確保できている。

◆１号は、平日日中において、満３歳以上の児童で保育の必要がないときに認定する。
計
画

量の見込み 98 103 107 109 109

◆計画・実績値

区分 R2 R3 R4 R5 R6

1 教育・保育 各年4月1日現在の数値 ◆３号は、平日日中において、満３歳未満の児童で保育の必要があるときに認定する。

事業名 1

各保育施設において、利用定員の弾力的運用を行っ
た。また、ウッディタウン地区に令和4年4月新規保
育施設を開設し保育量（利用定員）の拡大を図っ
た。

◆令和４年度の評価

1・2歳児については、上記取り組みにより保育量は
上積みできた。今後は、保育率の上昇などによる必
要量に対応できるように、需給ギャップの解消に取
り組む。

私立認定こども園及び市立幼稚園に対する教育需要
量以上の受け皿（供給量）を確保できている。

１号認定（満3歳以上　保育の必要なし） 保育振興課
幼児教育振興課

◆計画・実績値 単位：人

差引 24 19 24

462 518 605 ◆令和４年度の評価 差引 ▲ 2

1,939 確保方策 88 93 88 68

90 87

1 



0 0 0

21,331
計
画

量の見込み 24,141 23,160 22,473 21,945

差引 0 0 0

◆令和４年度の評価

確保方策 8,686 9,643 11,306 新型コロナウイルス感染症等対策の利用人数制限を
一部緩和するなど、需要量は徐々に回復基調となっ
た。計画量と比較して需要量は低くなったが、市内
4つの施設でニーズに対応することができた。

差引 0

0 0

実
績

量 8,686 9,643 11,306

0

◆計画・実績値 単位：人日／年 ◆令和４年度の確保方策

区分 R2 R3 R4 R5 R6 多世代交流館子育て交流ひろば、駅前子育て交流ひ
ろば、地域子育て支援センター、駒ケ谷運動公園子
育て交流ひろばの4施設での事業を継続することに
より需要への対応を図った。

0

事業名 8 地域子育て支援拠点事業（子育てひろば） すくすく子育て課

◆地域の身近なところで、子育て中の親子が気軽に交流し、子育て相談ができる場所を提供する。（多世代交流館子育て交流ひろ
ば、駅前子育て交流ひろば、地域子育て支援センター、駒ケ谷運動公園子育て交流ひろばの４施設）

0 0 14

差引 ▲ 1 0 0 0

21,331

確保方策 24,141 23,160 22,473 21,945

◆令和４年度の評価

実
績

量 1 0 14 過去2～3年は新型コロナウイルス感染症等の影響に
より受入施設の確保が難しい状況が続いていたが、
令和4年度は里親家庭で利用調整をすることができ
た。

確保方策

37 36 35 34

差引 0 0 0 0 0

児童養護施設（7施設）、乳児院（2施設）、母子生
活支援施設（1施設）の計11施設を実施指定施設と
して確保した。

計
画

量の見込み 38 37 36 35 34

確保方策 38

区分 R2 R5 R6

子ども家庭課
◆小学校区毎の利用者数 単位：人

◆保護者の入院や育児疲れなどにより一時的に養育困難となった児童について、児童福祉施設で保護者に代わって、一定期間必
要な保護を行う。

◆計画・実績値 単位：人日／年 ◆令和４年度の確保方策

0 0 0 0 0

事業名 7 子育て短期支援事業（ショートステイ）

確保方策 1,025 985 1,036 1,036

1,036 近隣クラブへの送迎により量の確保を行った。感染
症予防に留意しつつ、開所を続けた。指定管理者制
度導入クラブでは、指定管理者が有する人材を活用
し、特色ある研修・保育が行われた。

実
績

量 1,111

確保方策 1,111

差引

R3 R4

0 ◆令和４年度の評価

実
績

量 1,025 985 1,036

1,226 1,227 1,216

差引 0 0 0 0 0 ◆令和４年度の評価

1,114 1,231

差引 0 0 0 0 0

1,114 1,231 市内すべての保育所（10園）、認定こども園（12
園）、小規模保育（6施設）にて、時間外保育事業
（延長保育）を実施し、需要（量の見込み）に対応
することができた。

1,136 1,153 1,167 確保方策

1,153 1,167
計
画

量の見込み 1,228 1,226

1,228 1,226

差引 0 0 0 0

R3 R4 R5 R6 保護者の就労状況等により、保育所等の通常の保育
時間を超え、延長して保育を実施。

計
画

量の見込み 1,043 1,105 1,136

◆令和４年度の確保方策

区分 R2 R3 R4 R5 R6 ２０小学校区で３１クラブを開設した。うち４クラ
ブは、令和元年度から指定管理者制度を導入してい
る。定員を超過したクラブは、近隣クラブに送迎を
行った。

区分 R2

◆計画・実績値 各年4月1日現在の数値 単位：人 ◆令和４年度の確保方策 ◆計画・実績値 単位：人／年

1,226 1,227 1,216

確保方策 1,043 1,105

事業名 6 時間外保育事業（延長保育） 保育振興課

◆保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生児童たちに、遊びや生活の場を提供し、その健全な育成を図る。 ◆保護者の就労状況等により、保育所等の通常の保育時間を超え、延長して保育を実施する。

２　地域子育て支援事業

事業名 5 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 健やか育成課

単位：人

１～３年生 ４～６年生 １～３年生 ４～６年生 １～３年生 ４～６年生 １～３年生 ４～６年生

836 189 835 150 877 159 904 132
836 189 835 150 877 159 904 132

校区名（クラブ名）
三田小学校（三田1～4） 111 30 120 27 122 25 123 24
三輪小学校（三輪１・２） 66 8 73 8 83 11 91 8
志手原小学校（松が丘）
松が丘小学校（松が丘）
広野小学校（広野）
本庄小学校（広野）
高平小学校（高平）
小野小学校（高平※Ｈ29までは松が丘）

母子小学校（高平※Ｈ29までは松が丘）

藍小学校（つつじが丘）
つつじが丘小学校（つつじが丘）
武庫小学校（武庫1～3） 88 25 80 14 78 16 64 22
狭間小学校（狭間） 36 4 30 3 30 1 40 0
弥生小学校（弥生） 8 5 5 4 6 2 8 2
富士小学校（富士１・２） 49 9 49 8 47 12 39 11
けやき台小学校（けやき台１・２） 82 18 79 13 86 14 92 8
すずかけ台小学校（すずかけ台１・２） 59 16 46 21 57 16 58 14
あかしあ台小学校（あかしあ台１・２） 70 10 77 3 71 9 77 3
ゆりのき台小学校（ゆりのき台１～4） 132 18 147 3 150 0 150 0
学園小学校（学園） 23 5 28 2 31 3 35 1

0 0 0 0 0 0 0 0

14 5

25 4

令和5年度実績

確保量

28 12

60 18

21 3

29 7

令和4年度実績

確保量

23 13

43 27

令和２年度実績年度
　

（a）量の見込み
（b）確保方策

確保量

29 10

43 11

差引（b-a）

令和3年度実績

確保量

22 18

36 19

22 6 21 3

22 418 14

2 



53 66 9

差引 0 0 0 0

◆令和４年度の評価

実
績

量 53 66 9

確保方策

差引 0 0 0 0 0

0

コロナ禍に加え閉所期間があり利用人数が激減し
た。年度末に再開できたので、今後は啓発活動も充
実させるとともに、利用状況等を踏まえ課題を整理
しながら、保護者のニーズに合った持続可能な事業
の充実を検討する。

確保方策 364 352 53 73 100

コロナ禍において利用人数が減少した。また、事業
委託が9月末で終了となったため、直営での実施に
向け準備をし、令和5年3月にふらっと・クローバー
開所となった。

◆令和４年度の評価

計
画

量の見込み 364 352 53 73 100 母子保健型（本庁すくすく子育て課・保健センター）２カ所・特定型（本庁：保育振興課）１か所に加え、R4,11月16日より多世代
交流館に基本型となる「フラワーチャッピーサポートセンター」を３回/週開設した。特にフラワーチャッピーサポートセンターは来
館時の相談が多く、気軽な相談窓口として、利用者ニーズに対応した。

区分 R2 R3 R4 R5 R6

事業名 11 　　　　病児保育事業 保育振興課
差引 0

確保方策 3 4 4 5 5

0 0 0 0

◆計画・実績値 単位：人日／年 ◆令和４年度の確保方策

◆病中や病後の子どもを保護者が家庭で保育できない場合に、診療所に付設された専用スペース等において看護師と保育士
が医師と連携しながら保育する。

確保方策 3 3 4

差引 0

量の見込み 3 4 4 5 5

単位：か所 ◆令和４年度の確保方策

区分 R2 R3 R4 R5 R6 母子保健型２カ所と基本型１カ所のチャッピーサ
ポートセンター（子育て世代包括支援センター）と
特定型として保育コンシェルジュ１か所を設置する
ことにより、需要（量の見込み）への対応を図っ
た。

計
画

　

0 0 0 0

実
績

量 3 3 4

4,337 4,072 3,854 3,634

3,854 3,634 差引 0 0 0

差引 0 0 0 0 0

◆計画・実績値

確保方策 3,313 3,789 3,214

事業名 13 利用者支援事業

計
画

量の見込み 4,695 4,337 4,072

区分 R2 R3 R4 R5 R6 確保方策

すくすく子育て課
保育振興課

実
績

量 3,313 3,789 3,214

差引 0 0 0 0 0

0 0

確保方策 4,695

◆計画・実績値 単位：人日／年 ◆令和４年度の確保方策
実
績

量 682 866 1,044

◆保護者の出産やリフレッシュ、短期のパートタイム就労等、子育て家庭のニーズに合わせて、保育所等で子どもを一時的に預か
る。

確保方策 1,134 1,137 1,118 1,088

差引 0 0 0

682 866 1,044

◆計画・実績値【小学生】 単位：人日／年

1,069 ファミリー・サポート・センター事業を実施するこ
とにより、需要（量の見込）への対応を図った。

差引 0 0 0

R6 コロナ禍ではあったが、習い事送迎などを中心に需
要量が徐々に回復基調となった。依頼会員と協力会
員のニーズをコーディネーターがマッチングするこ
とで、全てのニーズに対応することができた。計

画

量の見込み 1,134 1,137 1,118 1,088 1,054

1,054

◆令和４年度の評価

事業名 10 一時預かり事業（保育所等） 保育振興課
区分 R2 R3 R4 R5

0 0

◆令和４年度の確保方策

確保方策 51,770 60,440 53,209
実
績

量 799 544

確保方策 799 544

差引 0 0 0 0 0

実
績

量 51,770 60,440 53,209

差引 0 0 0 0 0

1,537 1,488 1,432

差引 0 0 0 0 0 ◆令和４年度の評価

1,069

0 0

1,432

確保方策 60,878 56,905 54,388 52,465 50,258 確保方策 1,681 1,598

R6

計
画

量の見込み 60,878 56,905 54,388 52,465 50,258
計
画

量の見込み

幼稚園等で通常の保育時間を超え、延長して子ども
を預かった。

区分 R2 R3 R4 R5

1,681 1,598 1,537 1,488

区分 R2 R3 R4 R5 R6

ファミリー・サポート・センター事業 すくすく子育て課

◆子どもを預かってほしい保護者（依頼会員）と、預かることのできる人（協力会員）とが育児の相互援助活動を行う会員制のし
くみ。◆幼稚園等で通常の保育時間を超え、延長して子どもを預かる。

◆計画・実績値 単位：人日／年 ◆令和４年度の確保方策 ◆計画・実績値【就学前】 単位：人日／年

事業名 9 一時預かり事業（幼稚園型） 保育振興課 事業名 12

市立幼稚園（10園）、認定こども園（12園）にて、
一時預かり事業を実施することにより、需要（量の
見込み）に対応することができた。

子育て家庭のニーズに合わせた一時預かり事業を実
施することにより、需要（量の見込み）への対応を
図った。

◆令和４年度の評価

保育所（２園）、認定こども園（１園）にて実施
し、需要（量の見込み）に対応した。体制的には、
コロナ禍以前並みに利用者数が増えても、確保でき
る状況である。

令和5年3月に計画を改定

3 



0

15 8 10

差引 0 0 0 0

◆令和４年度の評価

実
績

量 15 8 10 利用者のニーズに合わせて、夢サポーターを派遣
し、全てのニーズに対応することができた。

確保方策

33 34 35 36

差引 0 0 0 0 0

さんだっ子・夢サポーター（登録31名）による援助
活動により、需要（量の見込み）への対応を図っ
た。

計
画

量の見込み 32 33 34 35 36

確保方策 32

実
績

量 595 623 506

差引 ▲ 52 ▲ 45 ▲ 20

◆育児や家事が困難となっている家庭を訪問し、援助活動を行う。

◆計画・実績値 単位：人／年 ◆令和４年度の確保方策

区分 R2 R3 R4 R5 R6

0 0

◆令和４年度の評価

令和2年度より、国から新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から対面だけでなく、電話での支援も可能との提示
があり、コロナ禍で訪問を敬遠される家庭もあるなか、訪問のほか電話による状況確認も実施し、需要（量）への対
応に努めた。再勧奨通知や再勧奨電話により、全戸訪問率は前年度比3.2％（92.8％→96.0％）上昇した。未実施の20
件は再勧奨通知や再勧奨電話したが申込がなかったが、4カ月健診等の機会も活用し把握を進める。

事業名 16 養育支援訪問事業 すくすく子育て課

699 679 651 623

差引 0 0 0 0 0

利用者の希望により、新生児訪問事業（主に第1子
やおおむね生後2か月までの乳児のいる家庭に保健
師等が訪問）及び、こんにちは赤ちゃん事業（第2
子以降やおおむね生後4か月までの乳児がいる家庭
に対し、子育て経験のある訪問員が訪問）を継続し
て実施し、需要（量の見込み）への対応を図った。

計
画

量の見込み 719 699 679 651 623

確保方策 719

区分 R2 R3 R4 R5 R6

確保方策 543 578 486

事業名 15 乳児家庭全戸訪問事業 すくすく子育て課

◆乳児のいる家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や子育ての相談に応じる。（新生児訪問、こんにちは赤ちゃん事業）

◆計画・実績値 単位：人／年 ◆令和４年度の確保方策

0

健診回数 6,492 6,338 5,608

994 924 816

差引 0 0 0 0

0 0

三田市に住民票のある妊婦を対象に、一部助成を行
い、妊婦健康診査の受診にかかる需要（量の見込
み）への対応を図った。

計
画

量の見込み 1,121 1,090 1,059 1,015 972

確保方策 1,121

区分 R2 R3 R4 R5 R6

事業名 14 妊婦健康診査 すくすく子育て課

◆妊婦が健やかな妊娠期を過ごし、安心して出産を迎えていただくための健康診査。

◆計画・実績値 単位：人／年 ◆令和４年度の確保方策

◆令和４年度の評価

実
績

量 994 924 816 助成券及び償還払いの２つ方式を併用して健診費用
の一部助成を実施し、受診者のニーズに対応した。

確保方策

健診回数 7,847 7,630 7,413 7,105 6,804

1,090 1,059 1,015 972

差引 0 0 0

【総括】

【放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）】
　令和4年4月の入所児童は1036人であり、前年4月時点に比べて51人増加した。コロナ禍が続く中で、安定的に開所を続け
た。
全体の利用者数は、コロナの影響を受けつつも、年々増加傾向にある。利用者数の増減は地区により異なり、増加が見込ま
れる地区も多い。今後も各地区ごとの利用者数の推移を注視しながら、クラブの増減やタクシー送迎等の対応、マイクロバス
の導入等を検討していく必要がある。

【新型コロナウイルス流行下における対応と今後の対応】
　新型コロナウイルス感染症の影響は受けつつも、実績（サービス利用）は一部回復基調も見られたが、各事業の提供体制は
概ね確保できていた。令和5年5月の5類感染症移行後は社会情勢の変化を踏まえながら、今後も子育て世帯が孤独・孤立と
ならないよう早期発見・早期支援に取り組んでいく。

【地域子育て支援拠点事業（子育てひろば）】
　新型コロナウイルス感染症等対策の利用人数制限を一部緩和するなど、4施設の需要量は徐々に回復基調となりつつあ
る。社会的に孤立しがちな子育て中の親子が、気軽に立ち寄り、遊びなどを通じて気軽に交流を深めることができるひろばづく
りを一層推進していく。

【ファミリー・サポート・センター事業】
　コロナ禍ではあったが、習い事送迎などを中心に需要量が徐々に回復基調となりつつある。子育て家庭のニーズを丁寧に
把握しながら、育児の援助を受けたい人（依頼会員）と育児の援助を行いたい人（協力会員）をつなぐ相互援助活動として適
切なマッチングを実施していく。

【病児保育事業】
令和5年3月の事業再開後の利用状況や保護者のニーズ等を踏まえながら、子育て世帯にとっての安全安心のセーフティー
ネットとして、中長期的にも持続可能性と利便性を維持できる事業として充実を図っていく。
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